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研究成果の概要（和文）：本研究において、PDE3阻害剤シロスタゾールの長期投与が老齢C57BL/6Jマウスおよび老化促
進マウス（SAMP8）の記憶・学習機能を若齢マウスと同程度にまで改善することを明らかにした。この成果を受け、シ
ロスタゾールを「軽度認知障害治療薬」として適用拡大するための治験が平成27年に開始された。
また、単独では効果を持たない濃度のシロスタゾールとドネペジルを組み合わせることにより、老齢C57BL/6Jマウスの
記憶・学習機能が向上することを明らかにした。この結果は、他の疾患で有効性が確認されている多剤併用療法が記憶
障害や認知症の治療にも有効である可能性を示唆している。

研究成果の概要（英文）：In the present study, we revealed that the PDE3 inhibitor cilostazol improved the 
impaired learning and memory function in aged C57BL/6J mice and senescence-accelerated mouse prone 8 
(SAMP8) to the same extent as young mice. Based on these findings, a clinical trial is now underway in 
Japan to gain approval for the use of cilostazol in treating mild cognitive impairment.
In addition, sub-effective dose of cilostazol and donepezil in combination enhances learning and memory 
function in aged C57BL/6J mice. These results suggest that the combination therapy comprising two or more 
drugs may offer a new pharmacological approach for treating cognitive disorders, as the combination 
therapy demonstrated to be an effective strategy for treating some types of diseases.

研究分野：行動科学
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１．研究開始当初の背景 
 世界有数の超高齢化社会となった我が国
では今後も更なる高齢化が予想されており、
加齢に伴って低下した記憶機能を改善する
こと、また記憶機能の低下が始まる時期を遅
延させることは極めて重要かつ喫緊の課題
である。現在、認知機能低下に対する抜本
的な治療方法は存在せず、非侵襲かつ簡便
な投薬による薬理学的措置が主要な介入手
段である。国内で用いられている抗認知症
薬は 4種と選択肢が限られており、またこ
れら抗認知症薬の主たる作用部位は同一
（細胞外）である。他の疾患では作用点及
び作用機序の異なる薬物を組み合わせた治
療（多剤併用）が有効であることが知られ
ているが、記憶障害や認知症の治療にこの
戦略は用いられていない。 
 
２．研究の目的 
(1) 申請者は新たな抗認知症薬の候補として、
既に抗血小板薬として処方されているシロ
スタゾール（プレタール）に着目した。細胞
外で作用する既存の抗認知症薬とは異なり、
phosphodiesterase (PDE) 3阻害剤のシロス
タゾールは細胞内で作用する。細胞内での
cAMP-PKA-CREB シグナル伝達系を増強す
るシロスタゾールは記憶改善効果が期待さ
れるにも関わらず、記憶・学習機能との関係
性を検討した研究はほとんどない。そのため、
シロスタゾールの単独投与が記憶改善効果
を有するかについて、老化モデル動物を用い
て検討することを目的とした。 
 
(2) 記憶障害や認知症以外の疾患では、作用
点及び作用機序の異なる薬物を組み合わせ
た多剤併用療法が有効であることが知られ
ている。しかしながら、既存の抗認知症薬は
作用部位が同一であることから、記憶障害や
認知症の治療では多剤併用戦略は用いられ
ていない。従って、細胞外で作用するドネペ
ジルと細胞内で作用するシロスタゾールの 2
薬剤を用い、他の疾病治療に用いられている
多剤併用が記憶障害、認知症の治療に有効か
どうかを検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 ヒトの老化現象は個人差が大きく、多様な
老化の様態及び進行を呈する。また、老化に
伴う記憶障害の程度も、軽度（もの忘れ）か
ら重度（アルツハイマー病など）まで広範に
わたる。このような老化現象の特徴を考慮し、
老化の様態及び速度が異なる 2系統の被験体
を用い、シロスタゾールとドネペジルの単独
投与、また両剤併用下での各種行動を盲検法
により評価することで、抗認知症薬併用によ
る記憶障害改善効果を検討した。 
さらに、 SAM (senescent accelerated 

mice) マウスでは、免疫組織化学的染色、タ
ンパク質の定量、PETを用いた脳内糖代謝の
測定など、複数の観点から記憶改善効果の神

経基盤を詳細に検討した。 
 
４．研究成果 
(1) 複数濃度のシロスタゾールを長期混餌投
与した 23ヶ月齢のC57BL/6Jマウスを用い、
高速液体クロマトグラフィによる血中シロ
スタゾール濃度の測定を行った。投与開始か
ら 1ヶ月程度で血中シロスタゾール濃度が安
定することが明らかとなった。また、1.5%シ
ロスタゾールでは日中のシロスタゾール濃
度が常に有効血中濃度を超過すること、0.3%
シロスタゾールでは常時有効血中濃度を下
回ることを明らかにした。 
 
(2) 0.3%もしくは 1.5%シロスタゾールを 10
ヶ月間混餌投与した 23 ヶ月齢の老齢
C57BL/6J マウスでは、物体探索課題および
水迷路課題においてシロスタゾールの用量
依存的な記憶・学習機能改善効果が認められ
た。特に、1.5%シロスタゾール投与老齢マウ
スでは、モリス水迷路課題のプローブテスト
において若齢マウスと同程度にまで記憶・学
習機能が改善されることを明らかにした（図
1）。 
 

図 1. シロスタゾールによる認知機能改善
（C57BL/6Jマウス） 
 
(3) 0.3%シロスタゾール（混餌投与）と
0.3mg/kg ドネペジル（飲水投与）を 3 ヶ
月間投与した 24 ヶ月齢の老齢 C57BL/6J
マウスにおいて、単独では効果を持たない薬
剤を組み合わせて投与したマウスではモリ
ス水迷路プローブテストの成績が有意に向
上することを明らかにした。（図 2） 

図 2. 多剤併用による認知機能改善
（C57BL/6Jマウス） 
 
(4) 8ヶ月齢の SAMマウスを対象として、高
速液体クロマトグラフィによる血中シロス
タゾール濃度の測定を行った。シロスタゾー
ルの投与方法は混餌（慢性投与）もしくは経
口ゾンデ（急性投与）であった。慢性投与の
血中動態は、(1)で述べた C57BL/6Jのそれと

0 2 4 6
逃避台横断回数

若齢

老齢統制

老齢＋シロスタゾール

**

**

0 2 4 6

統制

シロスタゾール

ド ネペジル

シロスタゾール
+　 　

ド ネペジル

**

逃避台横断回数



同様であった。また急性投与では、シロスタ
ゾールの濃度依存的かつ投与からの時間依
存的に血中シロスタゾール濃度が低下する
ことを明らかにした。 
 
(5)これまでの先行研究において、SAM マウ
スは 8ヶ月齢前後で記憶・学習障害を示すこ
とが報告されていた。本研究では、SAM マ
ウスは従来よりも早い 4ヶ月齢で種々の学習
障害、情動障害を呈することを明らかにし
た。また、SAM マウスではほとんど報告
がされていない恐怖条件づけ課題について
詳細な条件検討を行い、恐怖条件づけ学習
が成立するプロトコルを見いだした。 
 
(6) シロスタゾール投与が 8 ヶ月齢 SAM マ
ウスの恐怖条件付け課題遂行に及ぼす効果
を検討した。 
①30mg/kgもしくは100mg/kgのシロスタゾ
ールを急性投与した SAM マウスでは、統制
群とシロスタゾール投与 2群の成績が同程度
であり、シロスタゾールが記憶機能に及ぼす
効果は認められなかった。 
 
②0.3%もしくは 1.5%シロスタゾールを 3 ヶ
月間慢性投与した SAM マウスにおいて、
1.5%シロスタゾール投与マウスの記憶機能
が通常老化マウスと同程度にまで改善され
ることを明らかにした（図 3）。図中の SAM 
P (senescent accelerated mice prone) 8は老
化促進マウスを、 SAM R (senescent 
accelerated mice resistant) 1は通常老化マ
ウスを示す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3. シロスタゾールによる記憶機能改善
（SAMマウス） 
 
(7)シロスタゾールの慢性投与が有する記憶
改善効果について、SAM マウスを用いてそ
の神経基盤を詳細に検討した。 
①恐怖条件付け課題を経験した SAM マウス
の脳サンプルを用い、リン酸化 CREB や
cfos、DCXなどの各種抗体を用いた免疫染

色および定量化を行った。結果、海馬歯状
回のみにおいてシロスタゾール投与マウス
のリン酸化 CREB 陽性細胞数が有意に増
加していることが明らかになった。 
 
②[18F]fluorodeoxyglucose (18F-FDG)を投
与下のマウスを用いて小動物用陽電子放出
断層撮影 (positron emission tomography, 
PET) を行い、脳内糖代謝を検討した。結
果、SAMR1 と比較して SAMP8 のグルコ
ース取り込みが減少していること、また
SAMP8 においてグルコースの取り込みが
シロスタゾールの用量依存的に減少するこ
とが明らかになった（図 4）。 

 
図 4. シロスタゾールによる脳内グルコー
ス取り込みの減少（SAMマウス） 
 
③血液脳関門 (blood brain barrier, BBB) 
を構成する tight junctionについて、主要タ
ンパク質であるOccludinとZO-1をWestern 
blotting により定量化を行った。結果、いず
れのタンパク質もシロスタゾールの用量依
存的に増加していることが明らかになった。
脳内糖代謝の結果（6-②）とあわせ、シロス
タゾールが老化に伴う血管の脆弱性を改善
していることを示している。 
 
(8) 本研究で得られたシロスタゾール単独投
与の成果（2および 4）を受け、平成 27年度
に「軽度認知障害治療薬」としてシロスタゾ
ールの治験が開始された。 
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